










Possibility of "Matière" as a painting technique 
 


















































































































































































































































































































































































































12）有元利夫『有元利夫 女神たち』美術出版社 1981 p.116 
13) 乾性油が油絵具にその特性に沿った形で調合されていた場合は、絵具自体に艶があり被覆
層のワニス等による艶により色調に大きな変化はないものの、アクリルや揮発性油を多く
した油絵具は大きく変化することが多い。 
14) 油画の一般的な被膜層は、絵画層を半年以上かけて完全に乾燥した後に保護用ワニスを塗
布することを指すが、ここでは、本論で用いてきた最上層部の表層としての「被膜層」を指
している。 
